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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月6日(2009.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及び
　（ｂ）膨張量のアルキルトリシロキサンを含み、
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　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが前記アルキル
トリシロキサンによって膨張して第１シリコーン組成物を形成し、前記第１シリコーン組
成物が、前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及びアル
キルトリシロキサン以外の直鎖状シリコーン液を含む第２シリコーン組成物に存在する固
形含量より低い固形含量を有し、それにより、前記第２シリコーン組成物と第１シリコー
ン組成物とが同等の粘性を有する第１シリコーン組成物。
【請求項２】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　少なくとも１つのシリルヒドリド部分を含むシリコーンと少なくとも１つの２～１０の
炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基の自己反応、
　オルガノ水素ポリシロキサン並びにオレフィン系不飽和ポリシロキサン及び／又はアル
ケニル樹脂の反応、
　シラン官能性シリコーンの付加生成物、
　少なくとも１つのシリコーンと下記のうちの１つのシリコーン縮合物：尿素モノマー又
はメラミンモノマー及びホルムアルデヒドモノマーから形成されるアミノ樹脂、フルフリ
ルアルコールモノマーの重合により調製されるフランポリマー、ジアルデヒドモノマー及
びジアルコールモノマーから形成されるポリアセタールポリマー、アルキルブロマイドモ
ノマー及び硫化カリウムモノマーから形成されるポリ（アルキレンスルフィド）ポリマー
、二塩基酸モノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリアミドポリマー、ジアミン
モノマー及び二ハロゲン化モノマーから形成されるポリアミン、二水素化物モノマー及び
ヒドラジンモノマーから形成されるポリアミノトリアゾールポリマー、二塩基酸モノマー
の重合から形成されるポリ無水物、ジオールモノマー及びホスゲンモノマーから形成され
るポリカーボネート、フェニルジエステルモノマー及びジヒドラジンモノマーから形成さ
れるポリヒドラジドポリマー、四酸のモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリ
イミド、テトラカルボニルモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリキノキサリ
ンポリマー、単糖モノマーの重合から形成される多糖類、二ハロゲン化モノマー及びポリ
スルフィドモノマーから形成されるポリスルフィドポリマー、ジアミンモノマー及びホス
ゲンモノマーから形成されるポリ尿素、アミノ酸モノマーの重合から形成されるタンパク
質ポリマー、ジハロアルキルシランモノマー及び水から形成されるシリコーン、二官能性
酸性モノマー及び二官能性アルコールモノマーから形成されるポリエステル、
　ジイソシアナトモノマー及びポリオールモノマーの段階反応重合及びその縮合重合物の
段階反応重合並びにそれらの組合せのうちの少なくとも１つから形成され、
　前記架橋シリコーンポリマーネットワークがポリエーテル架橋を含むポリマーを生じな
い請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項３】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
ＭａＭＨ

ｂＭｖｉ
ｃＭ’’ｄＭ＊

ｅＤｆＤＨ
ｇＤｖｉ

ｈＤ’’ｉＤ＊
ｊＴｋＴＨ

ＬＴｖｉ

ｍＴ’’ｎＴ＊
ｏＱｐ

（式中、Ｍ＝Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２、
ＭＨ＝Ｒ４Ｒ５ＨＳｉＯ１／２、
Ｍｖｉ＝Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２、
Ｍ’’＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ’’ＳｉＯ１／２、
Ｍ＊＝Ｒ１１Ｒ１２Ｒ＊ＳｉＯ１／２、
Ｄ＝Ｒ１３Ｒ１４ＳｉＯ２／２、
ＤＨ＝Ｒ１５ＨＳｉＯ２／２、
Ｄｖｉ＝Ｒ１６Ｒ１７ＳｉＯ２／２、
Ｄ’’＝Ｒ１８Ｒ’’ＳｉＯ２／２、
Ｄ＊＝Ｒ１９Ｒ＊ＳｉＯ２／２、
Ｔ＝Ｒ２０ＳｉＯ３／２、
ＴＨ＝ＨＳｉｏ３／２、
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Ｔｖｉ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２、
Ｔ’’＝Ｒ’’ＳｉＯ３／２、
Ｔ＊＝Ｒ＊ＳｉＯ３／２及び
Ｑ＝ＳｉＯ４／２であり、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ２０はそれぞれ独立に１～６０の炭素
原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１５はそれぞれ独立に１～６０の炭
素原子数の一価の炭化水素基又は水素であり、Ｒ６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽
和炭化水素基であり、Ｒ７及びＲ８はそれぞれ独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化
水素基であり、Ｒ１６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ１７

は１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ２１は２～１０の炭素原子数の一
価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１８は独立に１～６０の炭素原子数
の一価の炭化水素基又はＲ’’であり、各Ｒ’’は独立に１～６０の炭素原子数の一価の
アルコキシ基であり、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１９は独立に１～２００の炭素原子数の一
価の炭化水素基又はＲ＊であり、各Ｒ＊は独立に１～２００の炭素原子を有し、１つ以上
のエーテル部分を含む一価のエーテル基であり、化学量論を示す下付文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ
、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、ｋ、Ｌ、ｍ、ｎ、ｏ及びｐは０又は正の数であり、但しａ＋
ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＞１、ｂ＋ｇ＋Ｌ≧１及びｃ＋ｈ＋ｍ≧１である）の反応生成物を含み、
　及び／又は反応生成物はまた、任意に１～２０００の炭素原子を含むアルケニル樹脂と
の反応を含み、反応生成物がポリエーテル架橋を含むポリマーを生じない請求項１記載の
第１シリコーン組成物。
【請求項４】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも１０％低く、第１シリコーン
組成物が１０，０００センチストークス超の粘性を有する請求項１記載の第１シリコーン
組成物。
【請求項５】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも２５％低く、第１シリコーン
組成物が１００，０００センチストークス超の粘性を有する請求項１記載の第１シリコー
ン組成物。
【請求項６】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも４０％低く、第１シリコーン
組成物が２００，０００センチストークス超の粘性を有する請求項１記載の第１シリコー
ン組成物。
【請求項７】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤＨ
ｇＭ２－ｂ

（式中、Ｍ、ＭＨ、Ｄ及びＤＨは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字ｂ、ｆ
、及びｇは０又は正の数であり、但しｆは１０～５０の数であり、ｇは０～５０の数であ
り、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは１～１００である）を含む化合物と、
　（ＩＩ）アルケニル樹脂
の反応生成物を含む請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項８】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２０ＤＨ

３Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物が１，５－ヘキサジ
エンを含む請求項７記載の第１シリコーン組成物。
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【請求項９】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤ＊
ｊＤＨ

ｇＭ２－ｂ

（式中、ＭＨ、Ｄ、Ｄ＊、ＤＨ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｂ、ｆ、ｊ及びｇは０又は正の数であり、但しｆは０又は１～５００の数であり、ｊは０
．１～１０の数であり、ｇは０～５０の数であり、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは
１～１００である）を含む化合物と、
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ及び／又は２～２０００の炭素原子数のアルケ

ニル樹脂
（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字ｃ
、ｆ、及びｈは０又は正の数であり、但しｆは１～３００の数であり、ｈは０～２０の数
であり、ｃは０～２の数であり、但しｃ＋ｈは１～２２の数である）
の反応生成物を含んでいてもよい請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１０】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２４Ｄ＊

０．３ＤＨ
３．７Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭ

ｖｉＤ２０Ｍｖｉを含む請求項９記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１１】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ１００Ｄ＊

１．２５ＤＨ
５．４Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物

が１，５－ヘキサジエンを含む請求項９記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１２】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＱｐＭ２－ｂ

（式中、ＭＨ、Ｑ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字ｂ及びｐは０
又は正の数であり、但しｐは≧１の数であり、ｂは１～２の数であり、但しｂ＋ｐは２～
２０の数である）を含む化合物と、
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ

（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ、及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｃ、ｆ及びｈは０又は正の数であり、但しｆは０又は１～１２００の数であり、ｈは０～
２０の数であり、ｃは０～２の数であり、但しｃ＋ｈは１～２２の数である）
の反応生成物を含む請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１３】
　式（Ｉ）の化合物がＭＨ

２Ｑを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ８９７Ｍｖｉを含
む請求項１２記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１４】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤ’’ｉＤＨ
ｇＭ２－ｂ

（式中、Ｍ、ＭＨ、Ｄ、Ｄ’’及びＤＨは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文
字ｂ、ｆ、ｉ及びｇは０又は正の数であり、但しｆは０～５００の数であり、ｉは０又は
１～２０の数であり、ｇは０～２０の数であり、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは１
～１００の数である）を含む化合物と、
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ

（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ、及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｃ、ｆ及びｈは０又は正の数であり、但しｆは０～５００の数であり、ｈは０～２０の数
であり、ｃは０～２の数であり、ｃ＋ｈは１～２２の数である）
の反応生成物を含む請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１５】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２４．５ＤＨ

３．５Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ
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２０Ｍｖｉを含む請求項１４記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１６】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ３２Ｄ’’３ＤＨ

６Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ

２０Ｍｖｉを含む請求項１４記載の第１シリコーン組成物。
【請求項１７】
　少なくとも１つのアルキルトリシロキサン（ｂ）材料が、式（Ａ）で表されるポリオル
ガノシロキサンのアルキル化から得られる請求項１記載の第１シリコーン組成物
ＭＤＨＭ　　　　（Ａ）
（式中、Ｍ＝ＲＡＲＢＲＣＳｉＯ１／２及びＤＨ＝ＲＤＨＳｉＯ２／２であり、ＲＡ、Ｒ
Ｂ、及びＲＣは独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、ＲＤは１～６０
の炭素原子数の一価の炭化水素基又は水素である）。
【請求項１８】
　少なくとも１つのアルキルトリシロキサン（ｂ）が以下の式で表される請求項１記載の
第１シリコーン組成物
Ｍ∧Ｄ∧

ｒＭ
（式中、Ｍ又はＭ∧＝ＲＦＲＧＲＩＳｉＯ１／２及び
Ｄ∧＝ＲＪＲＫＳｉＯ２／２であり、
各ＲＦ、各ＲＧ及び各ＲＩは独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、そ
れによりＭ及びＭ∧が異なってもよく、ＲＪ及びＲＫは独立に２～６０の炭素原子数の一
価の炭化水素基であり、化学量論を示す下付文字ｒは正の数であり、但しＤ∧のケイ素原
子が水素、メチル及びポリエーテル以外であるペンダント基を有し、ｒは１である）。
【請求項１９】
　少なくとも１つのアルキルトリシロキサンが、エチルトリシロキサン、オクチルトリシ
ロキサン、ヘキシルトリシロキサン及びそれらの組合せからなる群から選択される直鎖状
アルキルトリシロキサンである請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項２０】
　少なくとも１つのアルキルトリシロキサンが、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメ
チル－３－エチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－オ
クチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－ヘキシルトリ
シロキサン、オクタメチルトリシロキサン、３－ペンチル－１，１，１，３，５，５，５
－ヘプタメチルトリシロキサン、１－ヘキシル－１，１，３，３，５，５，５－ヘプタメ
チルトリシロキサン、１，１，１，３，３，５，５－ヘプタメチル－５－オクチルトリシ
ロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－オクチルトリシロキサン、
１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－ヘキシルトリシロキサン、１，１，３
，３，５，５－ヘキサメチル－１，５－ジプロピルトリシロキサン、３－（１－エチルブ
チル）－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１，３，
５，５，５－ヘプタメチル－３－（１－メチルペンチル）トリシロキサン、１，５－ジエ
チル－１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５
，５－ヘプタメチル－３－（１－メチルプロピル）トリシロキサン、３－（１，１－ジメ
チルエチル）－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１
，５，５，５－ヘキサメチル－３，３－ビス（１－メチルエチル）トリシロキサン、１，
１，１，３，３，５，５－ヘキサメチル－１，５－ビス（１－メチルプロピル）トリシロ
キサン、１，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－１，１，３，３，５，５－ヘキサメ
チルトリシロキサン、３－（３，３－ジメチルブチル）－１，１，１，３，５，５，５－
ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－（３－
メチルブチル）トリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－（３
－メチルペンチル）トリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－
（２－メチルプロピル）トリシロキサン、１－ブチル－１，１，３，３，５，５，５－ヘ
プタメチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチル－３－プロピル
トリシロキサン、３－イソヘキシル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシ
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ロキサン、１，３，５－トリエチル－１，１，３，５，５－ペンタメチルトリシロキサン
、３－ブチル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、３－ｔｅｒ
ｔ－ペンチル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１
，５，５，５－ヘキサメチル－３，３－ジプロピルトリシロキサン、３，３－ジエチル－
１，１，１，５，５，５－ヘキサメチルトリシロキサン、１，５－ジブチル－１，１，３
，３，５，５－ヘキサメチルトリシロキサン、１，１，１，５，５，５－ヘキサエチル－
３，３－ジメチルトリシロキサン、３，３－ジブチル－１，１，１，５，５，５－ヘキサ
メチルトリシロキサン、３－エチル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシ
ロキサン、３－ヘプチル－１，１，１，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、
１－エチル－１，１，３，３，５，５，５－ヘプタメチルトリシロキサン、１，１，１，
５，５，５－ヘキサメチル－３，３－ジエチルトリシロキサン、１，１，３，３，５，５
－ヘキサメチル－１，５－ジエチルトリシロキサン、１，１，１，３，５，５，５－ヘプ
タメチル－３－ブチルトリシロキサン及びそれらの組合せからなる群から選択される直鎖
状アルキルトリシロキサンである請求項１記載の第１シリコーン組成物。
【請求項２１】
　請求項１、４、５、６又は１８に記載の第１シリコーン組成物から実質的に構成される
シリコーンゲル。
【請求項２２】
　脱臭剤、発汗抑制剤、発汗抑制剤／デオドラント、シェービング剤、スキンローション
、モイスチャライザー、トナー、入浴剤、クレンジング剤、ヘアケア用品、マニキュア、
保護クリーム、カラーコズメ、芳香輸送剤、皮膚への塗布用医薬中の局所輸送用の薬物輸
送システム及びそれらの組合せからなる群から選択される、請求項２１記載のシリコーン
ゲルを含むパーソナルケア用調製物。
【請求項２３】
　緩和剤、モイスチャライザー、湿潤剤、色素、コーティングされた雲母、着色剤、香料
、殺虫剤、防腐剤、酸化防止剤、抗菌剤、抗かび薬、制汗剤、洗顔料、ホルモン、酵素、
医薬化合物、ビタミン、塩、電解質、アルコール、ポリオール、紫外線吸収剤、植物エキ
ス、界面活性剤、シリコーン油、有機油、ワックス、塗膜形成剤、糊料、粒状充填剤、粘
土及びそれらの組合せからなる群から選択されるパーソナルケア成分を更に含む請求項２
２記載のパーソナルケア用調製物。
【請求項２４】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークであるシリコーンポ
リマーネットワーク及びアルキルトリシロキサンの組合せを含み、前記ポリエーテル架橋
を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、前記アルキルトリシロキサンによっ
て膨張して第１シリコーン組成物を形成し、前記第１シリコーン組成物が、前記ポリエー
テル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及びアルキルトリシロキサン以
外の直鎖状シリコーン液を含む第２シリコーン組成物に存在する固形含量より低い固形含
量を有し、それにより、前記第２シリコーン組成物と第１シリコーン組成物が同等の粘度
を有する、膨張した架橋シリコーンポリマーネットワーク組成物。
【請求項２５】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　少なくとも１つのシリルヒドリド部分を含むシリコーン及び２～１０の炭素原子数の少
なくとも１つの一価の不飽和炭化水素基の自己反応；
　オルガノ水素ポリシロキサン並びにオレフィン系不飽和ポリシロキサン及び／又はアル
ケニル樹脂の反応；
　シラン官能性シリコーンの付加生成物；
　少なくとも１つのシリコーン及び下記のうちの１つのシリコーン縮合物：尿素モノマー
又はメラミンモノマー及びホルムアルデヒドモノマーから形成されるアミノ樹脂、フルフ
リルアルコールモノマーの重合から調製されるフランポリマー、ジアルデヒドモノマー及
びジアルコールモノマーから形成されるポリアセタールポリマー、アルキルブロマイドモ
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ノマー及び硫化カリウムモノマーから形成されるポリ（アルキレンスルフィド）ポリマー
、二塩基酸モノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリアミドポリマー、ジアミン
モノマー及び二ハロゲン化モノマーから形成されるポリアミン、二水素化物モノマー及び
ヒドラジンモノマーから形成されるポリアミノトリアゾールポリマー、二塩基酸モノマー
の重合から形成されるポリ無水物、ジオールモノマー及びホスゲンモノマーから形成され
るポリカーボネート、フェニルジエステルモノマー及びジヒドラジンモノマーから形成さ
れるポリヒドラジドポリマー、四酸のモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリ
イミド、テトラカルボニルモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリキノキサリ
ンポリマー、単糖モノマーの重合から形成される多糖類、二ハロゲン化モノマー及びポリ
スルフィドモノマーから形成されるポリスルフィドポリマー、ジアミンモノマー及びホス
ゲンモノマーから形成されるポリ尿素、アミノ酸モノマーの重合から形成されるタンパク
質ポリマー、ジハロアルキルシランモノマー及び水から形成されるシリコーン、二官能性
酸性モノマー及び二官能性アルコールモノマーから形成されるポリエステル；
　ジイソシアナトモノマー及びポリオールモノマーの段階反応重合及びその縮合重合物の
段階反応重合並びにそれらの組合せ；
の少なくとも１つから形成され、前記架橋シリコーンポリマーネットワークがポリエーテ
ル架橋を含むポリマーを生じない請求項２４記載の膨張した架橋シリコーンポリマーネッ
トワーク組成物。
【請求項２６】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
ＭａＭＨ

ｂＭｖｉ
ｃＭ’’ｄＭ＊

ｅＤｆＤＨ
ｇＤｖｉ

ｈＤ’’ｉＤ＊
ｊＴｋＴＨ

ＬＴｖｉ

ｍＴ’’ｎＴ＊
ｏＱｐ

（式中、Ｍ＝Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２、
ＭＨ＝Ｒ４Ｒ５ＨＳｉＯ１／２、
Ｍｖｉ＝Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２、
Ｍ’’＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ’’ＳｉＯ１／２、
Ｍ＊＝Ｒ１１Ｒ１２Ｒ＊ＳｉＯ１／２、
Ｄ＝Ｒ１３Ｒ１４ＳｉＯ２／２、
ＤＨ＝Ｒ１５ＨＳｉＯ２／２、
Ｄｖｉ＝Ｒ１６Ｒ１７ＳｉＯ２／２、
Ｄ’’＝Ｒ１８Ｒ’’ＳｉＯ２／２、
Ｄ＊＝Ｒ１９Ｒ＊ＳｉＯ２／２、
Ｔ＝Ｒ２０ＳｉＯ３／２、
ＴＨ＝ＨＳｉｏ３／２、
Ｔｖｉ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２、
Ｔ’’＝Ｒ’’ＳｉＯ３／２、
Ｔ＊＝Ｒ＊ＳｉＯ３／２及び
Ｑ＝ＳｉＯ４／２であり、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ２０はそれぞれ独立に１～６０の炭素
原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１５はそれぞれ独立に１～６０の炭
素原子数の一価の炭化水素基又は水素であり、Ｒ６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽
和炭化水素基であり、Ｒ７及びＲ８はそれぞれ独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化
水素基であり、Ｒ１６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ１７

は１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ２１は２～１０の炭素原子数の一
価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１８は独立に１～６０の炭素原子数
の一価の炭化水素基又はＲ’’であり、各Ｒ’’は独立に１～６０の炭素原子数の一価の
アルコキシ基であり、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１９は独立に１～２００の炭素原子数の一
価の炭化水素基又はＲ＊であり、各Ｒ＊は独立に１～２００の炭素原子を有し、１つ以上
のエーテル部分を含む一価のエーテル基であり、化学量論を示す下付文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ
、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、ｋ、Ｌ、ｍ、ｎ、ｏ及びｐは０又は正の数であり、但しａ＋
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ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＞１、ｂ＋ｇ＋Ｌ≧１及びｃ＋ｈ＋ｍ≧１である）の反応生成物を含み、
　及び／又は反応生成物はまた、任意に１～２０００の炭素原子を含むアルケニル樹脂と
の反応を含み、反応生成物はポリエーテル架橋を含むポリマーを生じない請求項２４記載
の膨張した架橋シリコーンポリマーネットワーク組成物。
【請求項２７】
　ａ）ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及び
　ｂ）膨張量のアルキルトリシロキサン
を混合することを含み、
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、前記アルキ
ルトリシロキサンによって膨張して第１シリコーン組成物を形成し、前記第１シリコーン
組成物が、前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及びア
ルキルトリシロキサン以外の直鎖状シリコーン液を含む第２シリコーン組成物に存在する
固形含量より低い固形含量を有し、それにより、前記第２シリコーン組成物と第１シリコ
ーン組成物が同等の粘度を有する第１シリコーン組成物の調製方法。
【請求項２８】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、少なくとも
１つのシリルヒドリド部分を含むシリコーン及び２～１０の炭素原子数の少なくとも１つ
の一価の不飽和炭化水素基の自己反応；
　オルガノ水素ポリシロキサン並びにオレフィン系不飽和ポリシロキサン及び／又はアル
ケニル樹脂の反応；
　シラン官能性シリコーンの付加生成物；
　少なくとも１つのシリコーン及び下記のうちの１つのシリコーン縮合物：尿素モノマー
又はメラミンモノマー及びホルムアルデヒドモノマーから形成されるアミノ樹脂、フルフ
リルアルコールモノマーの重合から調製されるフランポリマー、ジアルデヒドモノマー及
びジアルコールモノマーから形成されるポリアセタールポリマー、アルキルブロマイドモ
ノマー及び硫化カリウムモノマーから形成されるポリ（アルキレンスルフィド）ポリマー
、二塩基酸モノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリアミドポリマー、ジアミン
モノマー及び二ハロゲン化モノマーから形成されるポリアミン、二水素化物モノマー及び
ヒドラジンモノマーから形成されるポリアミノトリアゾールポリマー、二塩基酸モノマー
の重合から形成されるポリ無水物、ジオールモノマー及びホスゲンモノマーから形成され
るポリカーボネート、フェニルジエステルモノマー及びジヒドラジンモノマーから形成さ
れるポリヒドラジドポリマー、四酸のモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリ
イミド、テトラカルボニルモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリキノキサリ
ンポリマー、単糖モノマーの重合から形成される多糖類、二ハロゲン化モノマー及びポリ
スルフィドモノマーから形成されるポリスルフィドポリマー、ジアミンモノマー及びホス
ゲンモノマーから形成されるポリ尿素、アミノ酸モノマーの重合から形成されるタンパク
質ポリマー、ジハロアルキルシランモノマー及び水から形成されるシリコーン、二官能性
酸性モノマー及び二官能性アルコールモノマーから形成されるポリエステル；
　ジイソシアナトモノマー及びポリオールモノマーの段階反応重合及びその縮合重合物の
段階反応重合及びそれらの組合せの少なくとも１つから形成され、
　前記架橋シリコーンポリマーネットワークがポリエーテル架橋を含むポリマーを生じな
い請求項２７記載の方法。
【請求項２９】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
ＭａＭＨ

ｂＭｖｉ
ｃＭ’’ｄＭ＊

ｅＤｆＤＨ
ｇＤｖｉ

ｈＤ’’ｉＤ＊
ｊＴｋＴＨ

ＬＴｖｉ

ｍＴ’’ｎＴ＊
ｏＱｐ

（式中、Ｍ＝Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２、
ＭＨ＝Ｒ４Ｒ５ＨＳｉＯ１／２、
Ｍｖｉ＝Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２、
Ｍ’’＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ’’ＳｉＯ１／２、
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Ｍ＊＝Ｒ１１Ｒ１２Ｒ＊ＳｉＯ１／２、
Ｄ＝Ｒ１３Ｒ１４ＳｉＯ２／２、
ＤＨ＝Ｒ１５ＨＳｉＯ２／２、
Ｄｖｉ＝Ｒ１６Ｒ１７ＳｉＯ２／２、
Ｄ’’＝Ｒ１８Ｒ’’ＳｉＯ２／２、
Ｄ＊＝Ｒ１９Ｒ＊ＳｉＯ２／２、
Ｔ＝Ｒ２０ＳｉＯ３／２、
ＴＨ＝ＨＳｉｏ３／２、
Ｔｖｉ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２、
Ｔ’’＝Ｒ’’ＳｉＯ３／２、
Ｔ＊＝Ｒ＊ＳｉＯ３／２及び
Ｑ＝ＳｉＯ４／２であり、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ２０はそれぞれ独立に１～６０の炭素
原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１５はそれぞれ独立に１～６０の炭
素原子数の一価の炭化水素基又は水素であり、Ｒ６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽
和炭化水素基であり、Ｒ７及びＲ８はそれぞれ独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化
水素基であり、Ｒ１６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ１７

は１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ２１は２～１０の炭素原子数の一
価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ９、Ｒ１０、及びＲ１８は独立に１～６０の炭素原子数
の一価の炭化水素基又はＲ’’であり、各Ｒ’’は独立に１～６０の炭素原子数の一価の
アルコキシ基であり、Ｒ１１、Ｒ１２、及びＲ１９は独立に１～２００の炭素原子数の一
価の炭化水素基又はＲ＊であり、各Ｒ＊は独立に１～２００の炭素原子を有し、１つ以上
のエーテル部分を含む一価のエーテル基であり、化学量論を示す下付文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ
、ｅ、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、ｋ、Ｌ、ｍ、ｎ、ｏ及びｐは０又は正の数であり、但しａ＋
ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ＞１、ｂ＋ｇ＋Ｌ≧１及びｃ＋ｈ＋ｍ≧１である）の反応生成物を含み、
　及び／又は反応生成物はまた、任意に１～２０００の炭素原子を含むアルケニル樹脂と
の反応を含み、前記架橋シリコーンポリマーネットワークはポリエーテル架橋を含むポリ
マーを生じない請求項２７記載の方法。
【請求項３０】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも１０％低く、第１シリコーン
組成物が１０，０００センチストークス超の粘性を有する請求項２７記載の方法。
【請求項３１】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも２５％低く、第１シリコーン
組成物が１００，０００センチストークス超の粘性を有する請求項２７記載の方法。
【請求項３２】
　第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定の架橋密度を有し、第１シリコーン
組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物と同等の架橋構造及び同等の架橋密
度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より少なくとも４０％低く、第１シリコーン
組成物が２００，０００センチストークス超の粘性を有する請求項２７記載の方法。
【請求項３３】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤＨ
ｇＭ２－ｂ

（式中、Ｍ、ＭＨ、Ｄ及びＤＨは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字ｂ、ｆ
、及びｇは０又は正の数であり、但しｆは１０～５０の数であり、ｇは０～５０の数であ
り、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは１～１００である）を含む化合物及び
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　（ＩＩ）アルケニル樹脂
の反応生成物を含んでいてもよい請求項２７記載の方法。
【請求項３４】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２０ＤＨ

３Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物が１，５－ヘキサジ
エンを含む請求項３３記載の方法。
【請求項３５】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤ＊
ｊＤＨ

ｇＭ２－ｂ

（式中、ＭＨ、Ｄ、Ｄ＊、ＤＨ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｂ、ｆ、ｊ及びｇは０又は正の数であり、但しｆは０又は１～５００の数であり、ｊは０
．１～１０の数であり、ｇは０～５０の数であり、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは
１～１００である）を含む化合物及び
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ及び／又は２～２０００の炭素原子数のアルケ

ニル樹脂（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下
付文字ｃ、ｆ、及びｈは０又は正の数であり、但しｆは１～３００の数であり、ｈは０～
２０の数であり、ｃは０～２の数であり、但しｃ＋ｈは１～２２の数である）の反応生成
物を含んでいてもよい請求項２７記載の方法。
【請求項３６】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２４Ｄ＊

０．３ＤＨ
３．７Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭ

ｖｉＤ２０Ｍｖｉを含む請求項３５記載の方法。
【請求項３７】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ１００Ｄ＊

１．２５ＤＨ
５．４Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物

が１，５－ヘキサジエンを含む請求項３５記載の方法。
【請求項３８】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＱｐＭ２－ｂ

（式中、ＭＨ、Ｑ及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字ｂ及びｐは０
又は正の数であり、但しｐは≧１の数であり、ｂは１～２の数であり、但し、ｂ＋ｐは２
～２０の数である）を含む化合物及び
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ

（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ、及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｃ、ｆ及びｈは０又は正の数であり、但しｆは０又は１～１２００の数であり、ｈは０～
２０の数であり、ｃは０～２の数であり、但しｃ＋ｈは１～２２の数である）
の反応生成物を含んでいてもよい請求項２７記載の方法。
【請求項３９】
　式（Ｉ）の化合物がＭＨ

２Ｑを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ８９７Ｍｖｉを含
む請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
　（Ｉ）以下の式：
ＭＨ

ｂＤｆＤ’’ｉＤＨ
ｇＭ２－ｂ

（式中、Ｍ、ＭＨ、Ｄ、Ｄ’’及びＤＨは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文
字ｂ、ｆ、ｉ及びｇは０又は正の数であり、但しｆは０～５００の数であり、ｉは０又は
１～２０の数であり、ｇは０～２０の数であり、ｂは０～２の数であり、但しｂ＋ｇは１
～１００の数である）を含む化合物及び
　（ＩＩ）Ｍｖｉ

ｃＤｆＤｖｉ
ｈＭ２－ｃ

（式中、Ｍｖｉ、Ｄ、Ｄｖｉ、及びＭは上記と同様に定義され、化学量論を示す下付文字
ｃ、ｆ及びｈは０又は正の数であり、但しｆは１０～５０の数であり、ｈは０～２０の数
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であり、ｃは０～２の数であり、ｃ＋ｈは１～２２の数である）
の反応生成物を含んでいてもよい請求項２７記載の方法。
【請求項４１】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ２４．５ＤＨ

３．５Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ

２０Ｍｖｉを含む請求項４０記載の方法。
【請求項４２】
　式（Ｉ）の化合物がＭＤ３２Ｄ’’３ＤＨ

６Ｍを含み、式（ＩＩ）の化合物がＭｖｉＤ

２０Ｍｖｉを含む請求項４０記載の方法。
【請求項４３】
　少なくとも１つのアルキルトリシロキサン（ｂ）が、以下の式を有する請求項２７記載
の方法
Ｍ∧Ｄ∧

ｒＭ
（式中、Ｍ又はＭ∧＝ＲＦＲＧＲＩＳｉＯ１／２及び
Ｄ∧＝ＲＪＲＫＳｉＯ２／２であり、
式中、各ＲＦ、各ＲＧ、及び各ＲＩは独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基で
あり、それによりＭ及びＭ∧が異なってもよく、ＲＪ及びＲＫは独立に２～６０の炭素原
子数の一価の炭化水素基であり、化学量論を示す下付文字ｒは正の数であり、但し、Ｄ∧

のケイ素原子は水素、メチル及びポリエーテル以外であるペンダント基を有し、ｒは１に
等しい）。
【請求項４４】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、少なくとも１つ
の第１液成分の存在下で調製され、その後膨張し、前記架橋シリコーンポリマーネットワ
ークを膨張することは、少なくとも１つの第１液成分の存在下で調製された前記架橋シリ
コーンポリマーネットワークを少なくとも１つの第２液成分で希釈することを更に含み、
但し、少なくとも１つの第１液成分及び／又は少なくとも１つの第２液成分がアルキルト
リシロキサン（ｂ）である請求項２７記載の方法。
【請求項４５】
　脱臭剤、発汗抑制剤、発汗抑制剤／デオドラント、シェービング剤、スキンローション
、モイスチャライザー、トナー、入浴剤、クレンジング剤、ヘアケア用品、マニキュア、
保護クリーム、カラーコズメ、芳香輸送剤、皮膚への塗布用医薬中の局所輸送用の薬物輸
送システム及びそれらの組合せからなる群から選択される請求項４４記載の方法で調製さ
れる第１シリコーン組成物を含むパーソナルケア用調製物。
【請求項４６】
　緩和剤、モイスチャライザー、湿潤剤、色素、コーティングされた雲母、着色剤、香料
、殺虫剤、防腐剤、酸化防止剤、抗菌剤、抗かび薬、制汗剤、洗顔料、ホルモン、酵素、
医薬化合物、ビタミン、塩、電解質、アルコール、ポリオール、紫外線吸収剤、植物エキ
ス、界面活性剤、シリコーン油、有機油、ワックス、塗膜形成剤、糊料、粒状充填剤、粘
土及びそれらの組合せからなる群から選択されるパーソナルケア成分を更に含む請求項４
５記載のパーソナルケア用調製物。
【請求項４７】
　ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークであるシリコーンポ
リマーネットワーク及びアルキルトリシロキサンを混合することを含み、前記ポリエーテ
ル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが前記アルキルトリシロキサンに
よって膨張して第１シリコーン組成物を形成し、前記第１シリコーン組成物が前記ポリエ
ーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワーク及びアルキルトリシロキサン
以外の直鎖状シリコーン液を含む第２シリコーン組成物に存在する固形含量より低い固形
含量を有し、それにより、前記第２シリコーン組成物と第１シリコーン組成物が同等の粘
度を有する、膨張した架橋シリコーンポリマーネットワーク組成物の調製方法。
【請求項４８】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、



(12) JP 2009-516024 A5 2009.12.24

少なくとも１つのシリルヒドリド部分を有するシリコーン及び少なくとも１つの２～１０
の炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基の自己反応；
　オルガノ水素ポリシロキサン並びにオレフィン系不飽和ポリシロキサン及び／又はアル
ケニル樹脂の反応；
　シラン官能性シリコーンの付加生成物；
　少なくとも１つのシリコーン及び下記のうちの１つのシリコーン縮合物：尿素モノマー
又はメラミンモノマー及びホルムアルデヒドモノマーから形成されるアミノ樹脂、フルフ
リルアルコールモノマーの重合から調製されるフランポリマー、ジアルデヒドモノマー及
びジアルコールモノマーから形成されるポリアセタールポリマー、アルキルブロマイドモ
ノマー及び硫化カリウムモノマーから形成されるポリ（アルキレンスルフィド）ポリマー
、二塩基酸モノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリアミドポリマー、ジアミン
モノマー及び二ハロゲン化モノマーから形成されるポリアミン、二水素化物モノマー及び
ヒドラジンモノマーから形成されるポリアミノトリアゾールポリマー、二塩基酸モノマー
の重合から形成されるポリ無水物、ジオールモノマー及びホスゲンモノマーから形成され
るポリカーボネート、フェニルジエステルモノマー及びジヒドラジンモノマーから形成さ
れるポリヒドラジドポリマー、四酸のモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリ
イミド、テトラカルボニルモノマー及びジアミンモノマーから形成されるポリキノキサリ
ンポリマー、単糖モノマーの重合から形成される多糖類、二ハロゲン化モノマー及びポリ
スルフィドモノマーから形成されるポリスルフィドポリマー、ジアミンモノマー及びホス
ゲンモノマーから形成されるポリ尿素、アミノ酸モノマーの重合から形成されるタンパク
質ポリマー、ジハロアルキルシランモノマー及び水から形成されるシリコーン、二官能性
酸性モノマー及び二官能性アルコールモノマーから形成されるポリエステル；
　ジイソシアナトモノマー及びポリオールモノマーの段階反応重合及びその縮合重合物の
段階反応重合並びにそれらの組合せ；
の少なくとも１つから形成され、前記架橋シリコーンポリマーネットワークがポリエーテ
ル架橋を含むポリマーを生じない請求項４７記載の方法。
【請求項４９】
　前記ポリエーテル架橋を含まない架橋シリコーンポリマーネットワークが、
ＭａＭＨ

ｂＭｖｉ
ｃＭ’’ｄＭ＊

ｅＤｆＤＨ
ｇＤｖｉ

ｈＤ’’ｉＤ＊
ｊＴｋＴＨ

ＬＴｖｉ

ｍＴ’’ｎＴ＊
ｏＱｐ

（式中、Ｍ＝Ｒ１Ｒ２Ｒ３ＳｉＯ１／２、
ＭＨ＝Ｒ４Ｒ５ＨＳｉＯ１／２、
Ｍｖｉ＝Ｒ６Ｒ７Ｒ８ＳｉＯ１／２、
Ｍ’’＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ’’ＳｉＯ１／２、
Ｍ＊＝Ｒ１１Ｒ１２Ｒ＊ＳｉＯ１／２、
Ｄ＝Ｒ１３Ｒ１４ＳｉＯ２／２、
ＤＨ＝Ｒ１５ＨＳｉＯ２／２、
Ｄｖｉ＝Ｒ１６Ｒ１７ＳｉＯ２／２、
Ｄ’’＝Ｒ１８Ｒ’’ＳｉＯ２／２、
Ｄ＊＝Ｒ１９Ｒ＊ＳｉＯ２／２、
Ｔ＝Ｒ２０ＳｉＯ３／２、
ＴＨ＝ＨＳｉｏ３／２、
Ｔｖｉ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２、
Ｔ’’＝Ｒ’’ＳｉＯ３／２、
Ｔ＊＝Ｒ＊ＳｉＯ３／２及び
Ｑ＝ＳｉＯ４／２であり、
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ１３、Ｒ１４及びＲ２０はそれぞれ独立に１～６０の炭素
原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ４、Ｒ５及びＲ１５はそれぞれ独立に１～６０の炭
素原子数の一価の炭化水素基又は水素であり、Ｒ６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽
和炭化水素基であり、Ｒ７及びＲ８はそれぞれ独立に１～６０の炭素原子数の一価の炭化
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水素基であり、Ｒ１６は２～１０の炭素原子数の一価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ１７

は１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基であり、Ｒ２１は２～１０の炭素原子数の一
価の不飽和炭化水素基であり、Ｒ９、Ｒ１０及びＲ１８は独立に１～６０の炭素原子数の
一価の炭化水素基又はＲ’’であり、各Ｒ’’は独立に１～６０の炭素原子数の一価のア
ルコキシ基であり、Ｒ１１、Ｒ１２及びＲ１９は独立に１～２００の炭素原子数の一価の
炭化水素基又はＲ＊であり、各Ｒ＊は独立に１～２００の炭素原子を有し、１つ以上のエ
ーテル部分を含む一価のエーテル基であり、化学量論を示す下付文字ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ
、ｆ、ｇ、ｈ、ｉ、ｊ、ｋ、Ｌ、ｍ、ｎ、ｏ及びｐは０又は正の数であり、但し、ａ＋ｂ
＋ｃ＋ｄ＋ｅ＞１、ｂ＋ｇ＋Ｌ≧１及びｃ＋ｈ＋ｍ≧１である）の反応生成物を含み、
　及び／又は反応生成物はまた任意に１～２０００の炭素原子を有するアルケニル樹脂と
の反応を含み、前記架橋シリコーンポリマーネットワークがポリエーテル架橋を含むポリ
マーを生じない請求項４７記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　用語「センチストークス」は、本発明では２５℃における数値であることに留意すべき
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の他の具体的実施形態では、第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定
の架橋密度を有し、第１シリコーン組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物
と同等の架橋構造を有して同等の架橋密度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より
少なくとも約１０％低く、第１シリコーン組成物が約１００，０００センチストークス超
の粘性を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の他の具体的実施形態では、第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定
の架橋密度を有し、第１シリコーン組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物
と同等の架橋構造を有して同等の架橋密度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より
少なくとも約２５％低く、第１シリコーン組成物が約１５０，０００センチストークス超
の粘性を有する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の他の具体的実施形態では、第１シリコーン組成物が、所定の架橋構造及び所定
の架橋密度を有し、第１シリコーン組成物の前記低い固形含量が、第１シリコーン組成物
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と同等の架橋構造を有して同等の架橋密度を有する第２シリコーン組成物の固形含量より
少なくとも約４０％低く、第１シリコーン組成物が約２００，０００センチストークス超
の粘性を有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本願明細書において、更なる具体的実施形態では、第１シリコーン組成物は、前記アル
キルトリシロキサン以外のシリコーン液を更に含んでなってもよい。更なる具体的実施形
態では、アルキルトリシロキサン以外の前記シリコーン液は、環状シロキサン及び／又は
直鎖状シリコーン液（例えばそれぞれデカメチルシクロペンタシロキサン液及び／又は高
分子量ポリ有機シロキサン液）であってもよい。本発明の特に好適な実施形態では、前記
高分子量ポリ有機シロキサン液はアルキルトリシロキサン（ｂ）より高い粘性を有し、特
に約１～約４００、より好適には約３～約３５０、最も好適には約５～約３００センチス
トークスの粘性を有する有機ポリジメチルシロキサンから選択され、当該有機基は上記し
た有機基のいずれかである。一実施形態では、有機ポリジメチルシロキサンは約１～約１
００センチポアズ、より好適には２～約５０センチポアズ、最も好適には５～約１０セン
チポアズの粘性を有してもよい。本発明の他の一実施形態では、ポリジメチルシロキサン
は５センチポアズの粘性を有してもよい。本発明の他の一実施形態では、ポリジメチルシ
ロキサンは５０センチポアズの粘性を有してもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　一実施形態では、少なくとも１つのアルキルトリシロキサン（ｂ）は以下の式で表され
る：
ＭΛＤΛ

ｒＭ
（式中、Ｍ又はＭΛ＝ＲＦＲＧＲＩＳｉＯ１／２であり、ＤΛ＝ＲＪＲＫＳｉＯ２／２で
あり、各ＲＦ、各ＲＧ及び各ＲＩは独立に、１～６０の炭素原子数の一価の炭化水素基で
あり、それによりＭ及びＭΛが異なってもよく、ＲＪ及びＲＫは独立に、２～６０の炭素
原子数の一価の炭化水素基であり、化学量論を示す下付文字ｒは正の数であり、但し、Ｄ
Λのケイ素原子が水素、メチル及びポリエーテル以外のペンダント基を有し、ｒは１であ
る）。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　一実施形態では、本願明細書に記載の第１シリコーン組成物から実質的に構成されるシ
リコーンゲルを含んでなるパーソナルケア用調製物の提供に関する。前記パーソナルケア
用調製物は、脱臭剤、発汗抑制剤、発汗抑制剤／脱臭剤、シェービング剤、スキンローシ
ョン、モイスチャライザー、トナー、入浴剤、クレンジング剤、シャンプー、コンディシ
ョナ、ムース、整髪用ジェル、ヘアスプレー、毛染め、ヘアカラー、ヘアブリーチ、パー
マ液、ストレートパーマ液、縮毛矯正剤、ボリュームアップ剤などのヘアケア用品、マニ
キュア液、マニキュア剥離剤、ネイルクリーム及びローション剤などのマニキュア製品、
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皮膚軟化剤、日焼け止め、昆虫駆除剤及びアンチエイジング剤などの予防クリーム、口紅
などのカラーコズメティックス、ベース、パウダー、アイライナー、アイシャドー、ブラ
ッシェ、メイク、マスカラ、香料輸送剤及び他のパーソナルケア調製物（シリコーン成分
が通常輸送される）、並びに皮膚への塗布用医薬中の局所輸送用の薬物輸送システムなど
から選択される。
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